
ず

い

そ

う

成

長

戦

略

と

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

島
田

精
一

●

津
田

塾
大
学
理
事
長

政
府

の
経
済
財
政

運
営
の
基
本

方
針
で

あ

る
「
骨
太

の
方
針
」
と

ア

ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
第

三

の
矢
で

あ
る
「
成
長

戦
略
」

が
六
月
十
四

日

に
閣
議

決
定
さ

れ
た
。

第
一

・
第
二

の
矢

の
金
融
・
財

政
政
策

は
、

即

効
性
を
狙

っ
た
短
期

政
策
で

あ
る
の
に
対

し

、
「

成
長

戦

略
」

は
、
中

長

期

に
成

果
を

求

め

る

政
策

だ
。
「
成
長

戦

略
」

は
、

世
の

中

の
仕
組
み

を
変
え

る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り

、
地
道
で
息

の
長

い
継
続
的

ア
ク
シ
ョ
ン

（
作
業
）
が
求
め
ら

れ
る
。

そ
の
意
味

で
、
戦
略

の
中
に
「
成

果
目
標

達
成
の
可
否
と

い
う
観
点

か
ら
ト

ッ

プ
ダ
ウ

ン
で
検
証
を
行

う
」
と
明
記

さ
れ

て
い
る
の

は
、
注
目

に
値

す
る
。

民
間

企
業

で

は
、
P
D
C
A

（
計
画
・
実

行
・
検
証
・
改
善
）
は
当

た

り
前

の

経

営
手

法
だ

が
、
政
府

も
ト
ッ

プ
自

ら

が
P
D
C
A

を

実
行

し

て
、
「

つ
ね

に
進

化
し

続

け

る
成

長
戦
略
」

を
目
指

し
て
ほ
し

い
。

日
本

が
失

わ

れ
た
二

十
年

か
ら
、
成
長

軌

道
に
回
帰

す

る
た
め
の
必
須

条
件
は
、
民

間

企
業

の
活

性
化
だ

。
現
在

の
崖
っ

ぷ
ち

財
政

状
況
か

ら
し
て
、

政
府
の
財

政
出
動
に

は
、

大
き
な
期

待
は
で

き
な

い
。

今
回

の
成
長
戦
略

で
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
（
設

備
）
・

カ
ネ

の
三

つ

の
経

営
資

源

の
活

性

化

が
戦
略

の
要

と
な

っ
て

い
る
。
失
わ
れ

た
二

十
年
の
間

に
、
停
滞

し
た
日
本

産
業

の
再

興
、

さ
ら
に

は
日

本

の
再

生
の
た

め
に
は
、
何

よ

り
ヒ
ト

（
人
材
）
の
育
成

が
重
要

な

鍵
と

な

る
の
は
論

を
ま
た

な
い
。
今
ま

さ
に
、
政

治

経
済
と

も
に
世
界
は
大

変
革
期

を
迎
え
て

い

る
。過

去
二

回
の
日
本

の
大

変
革
期
を

振
り
返

っ
て
も
、
こ

の
こ
と
は
自

明
の
理

だ
。
西
欧

列

強
に
追

い
つ
く
た

め
に
近
代
化
を

急

い
だ

明

治
維
新

の
政
府
は
、

岩
倉
具
視
を
団

長
と

す

る
使

節
団

（
百
五
人
）
を

欧
米

に
派

遣
し

、

政
治
経
済

、
産
業
の
実

情
を
二
年
近

く
に
わ

た

っ
て
視
察

さ
せ

た
。

彼
ら
は
、
自

ら
の
目

と
耳

で
実

際
に
見

聞
し
た

欧
米
先

進
国

の
姿

を
参

考
に
し

て
、
日
本

の
新
し

い
国

の
形

の

創

造
、
日
本

の
近
代
化
に

主
導
的
役

割
を
果

た
し

た
。

さ
ら
に
注
目

す
べ
き
は

、
幼

い
女
子

五
人

が
使

節
団
に
同
行

し
、
欧
米

で
長
期
間

の
留

学
体

験
を
し

た
こ

と
だ
。

の
ち
に
津
田

塾
大

学

の
創
始
者
と

な
る
津
田

梅
子

も
こ

の
一
員



で
、
最
年

少

の
六
歳
の
留

学
生
だ

っ
た

。
当

時
は

、
今
と
は
比

べ
も

の
に
な
ら
な

い
男
女

差
別
社

会
だ

っ
た
だ
け

に
、
維
新

の
リ
ー

ダ

ー
た
ち

の
優

れ
た
先
見
性

に
は
刮
目
せ

ざ
る

を
得

な

い
。
日
本

が
開
国

わ
ず
か
三
十

年
で

近
代
国

家
の
仲

間
入
り
を

果
た
せ
た

の
は
、

歴
史
上

の
奇
跡

だ
。
こ

の
奇
跡
を
実
現

し
た

主
役

は
二
、
三
十

代

の
若

い
下

級
武
士

層
だ

っ
た
。

第
二

の
大
変

革
期
で

あ
る
第
二
次
世

界
大

戦

後
、
わ
ず

か
二

十
三
年

で
世
界
第
二

の
経

済
大

国
を
実
現
し

た
主
役

も
、
三

、
四

十
代

の
比

較
的
若

い
層
だ

っ
た
。

今

回

の
成
長

戦
略

の
目
玉

と
し

て
、
「
女

性

の
力

を

最
大

限

に
活

用
」
「

グ
ロ

ー
バ
ル

化
等

に
対
応

す
る
人
材
力

の
強
化
」

な
ど
ヒ

ト

に
関
す

る
政
策

が
掲

げ
ら
れ
て

い
る
。

少

子
化

が
進
む
中
で

、
女
性

の
活

躍
促
進

は
当

然

の
施

策
だ
。
米

国
の
よ
う

に
積
極
的

移

民
政
策

が
と
り
に

く

い
日
本
で

は
、
女
性

の
一
層

の
社

会
進
出

は
不

可
欠

だ
。

「
二
〇
二

〇
年
ま

で
に
日
本

の
海
外
留
学

生

を
二
〇

一
〇
年
の

六
万

人
か

ら
十
二
万
人

へ
倍
増
す

る
政
策
」

も
、

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

の
育
成

の
た
め
に

は
重
要

な
政

策
だ
。

急
進

す
る
経
済

の

グ
ロ

ー
バ
ル
化

に
対

応
す

る
に

は
、
一
人

で
も
多
く

の
若
者

が
な
る

べ
く
若

い
う
ち

に
異

文
化
を
肌

で
じ

か
に
感
じ
、
多

様
な
価
値

観
に
触

れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
力
と
行
動

力
を
身

に
つ
け

る
こ

と

が
大

切

だ
。グ

ロ

ー
バ
ル
人
材

に
と

っ
て

英
語
力

は
必

須

だ

が
、
そ
れ
以
上

に
必
要

な
の
は
、

た
く

ま
し

い
人

間
力
と
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
力

だ
。
筆

者
自
身
の
体

験
で
も

、
海
外
で
活

躍

で
き

る
人

材
は
「
日

本
人
と
し

て
の
確

固
た

る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と

グ
ロ
ー

バ
ル

な
広

い
視
野

を
も
っ
た
」

仕
事
に

精
通
し
た
人

間

で
、
語

学
だ
け
に

優
れ
た
人
材

で
は
な

い
。

こ
の

よ
う
な
人
材

が
育

つ
に
は
、
ま

ず
英

語
と
日

本
の
歴
史

、
文
化
を

十
分
に

勉
強
し
、

大
学

生
の
う
ち
に
留

学
し
外
国

人
と
「

裸
の

付
き

合
い
」
を
し

て
、
異
文

化
体
験

を
す
る

こ
と

が
必
須

の
条
件
だ
と
思

う
。

日

本
の
学
生

の
海
外
留

学
は
、
二

〇
〇
四

年

の
八
万

人
を

ピ

ー
ク
に
、
二
〇
一

〇
年
に

は
五

・
八
万
人

と
三
〇
％

近
く
減
少
し

て

い

る
。
そ
の
原
因

は
、
①
日

本
社
会

の
内

向
き

志
向

、
②
経

済
力

、
③

就
職
活
動

へ
の
不
利

益

な
ど
で

あ
る
。

グ
ロ

ー
バ
ル
人
材

の
育
成
は
日

本
に
と

っ

て
喫

緊
の
課

題
だ

が
、

そ
の
た

め
に
は
産
官

学

が
協
力
し

て
、
一
人

で
も
多
く

の
若
者

が

海
外

に
留

学
し

て
異
文
化

体
験
を

で
き

る
機

会

と
仕
組
み

（
官
民
共
同
で
の
奨
学
金
制
度
の

拡
充
、
大
学
の
秋
入
学
制
度
、
企
業
の
新
卒
一

括
採
用

の
見
直
し
な
ど
）
を

早
急

に

整

備
拡

充

し
て

い
く
し

か
ほ

か
に
道
は

な
い
。




